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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月21日(2010.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナとチップとを有し、
　前記チップは、
　前記アンテナを介して供給される入力電圧と基準電圧とを比較し、前記入力電圧に応じ
て電圧を出力する比較回路と、
　変調信号と前記電圧が入力され、前記変調信号と前記電圧に応じた保護信号の一方又は
両方を出力するバイアス回路部と、
　前記バイアス回路部から出力された前記変調信号と前記保護信号の一方又は両方に応じ
て動作するスイッチを具備する保護・変調回路とを有することを特徴とする半導体装置。
【請求項２】
　アンテナと、チップと、バッテリーとを有し、
　前記チップは、
　前記アンテナを介して供給される入力電圧と基準電圧とを比較し、前記入力電圧に応じ
て電圧を出力する比較回路と、
　変調信号と前記電圧が入力され、前記変調信号と前記電圧に応じた保護信号の一方又は
両方を出力するバイアス回路部と、
　前記バイアス回路部から出力された前記変調信号と前記保護信号の一方又は両方に応じ
て動作するスイッチを具備する保護・変調回路とを有し、
　前記バッテリーは、前記アンテナを介して供給される電力を充電し、前記充電した電力
により前記比較回路、前記バイアス回路部、及び前記保護・変調回路を動作させることを
特徴とする半導体装置。
【請求項３】
　第１のアンテナと、第２のアンテナと、チップと、バッテリーとを有し、
　前記チップは、
　前記第１のアンテナを介して供給される入力電圧と基準電圧とを比較し、前記入力電圧
に応じて電圧を出力する比較回路と、
　変調信号と前記電圧が入力され、前記変調信号と前記電圧に応じた保護信号の一方又は
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両方を出力するバイアス回路部と、
　前記バイアス回路部から出力された前記変調信号と前記保護信号の一方又は両方に応じ
て動作するスイッチを具備する保護・変調回路とを有し、
　前記バッテリーは、前記第２のアンテナを介して供給される電力を充電し、前記充電し
た電力により前記比較回路、前記バイアス回路部、及び前記保護・変調回路を動作させる
ことを特徴とする半導体装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記第１のアンテナと前記第２のアンテナは、異なる周波数を受信することを特徴とす
る半導体装置。
【請求項５】
　請求項２乃至請求項４のいずれか一において、
　前記バッテリーは、リチウム電池、ニッケル水素電池又は電気二重層コンデンサーを有
することを特徴とする半導体装置。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一において、
　前記スイッチは、トランジスタであることを特徴とする半導体装置。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一において、
　前記スイッチが動作することにより、前記チップの入力インピーダンスが変化すること
を特徴とする半導体装置。
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